








的な生活様式を破壊し（Lowenstein, 1994, pp. 31-33），ユダヤ教徒とキリスト教徒の社会統合の
前提を築いていったのは貨幣鋳造業に従事したユダヤ教徒であった1）。またベルリンで初めて
キリスト教徒の都市市民と対等な権利を獲得したのも，貨幣鋳造業に従事したユダヤ教徒の一















幣鋳造業については，すでにバールフェルトの研究（Bahrfeldt, 1889; 1895; 1913）2）やシュレッ
1） ユダヤ啓蒙主義運動の中心人物であったモーゼス・メンデルスゾーン（Moses Mendelssohn）が，貨幣鋳造
業に従事したグンペルツ家の哲学者アーロン・ゾロモン・グンペルツ（Aaron Salomon Gumpertz）から教



























































































都市で生産された完成品をその近隣で販売していた（Planitz, 1940, S. 14）。それでも10世紀に
入り交易が盛んになると，遠距離交易に進出する商人も現れるようになった。こうして遠距離
交易に従事する商人が増え始めると，彼らは輸送や商品の買占めで協力関係を結んだり，戦争
の被害を受けた際に助け合うようになったりした（Planitz, 1940, S. 19）。このように商人同士
で協力関係が築かれるようになる中で成立したのが，商業ギルドであった。商業ギルドは，ギ
ルド加入者に宗教的な義務を課すなど，民衆の自発的なキリスト教信仰が確立される中でキリ












な中心地となった（市川, 2009, 49, 55, 66-69, 71-74）。こうして西欧では，民衆にキリスト教が
普及するのと並行してユダヤ社会も発展し，ベルリンではユダヤ教徒の同業組合が設立される
ほどであった（Kluge, 2007, S. 121）。ただこのようなユダヤ教徒の同業組合の発展は一時的な
ことであった。すぐにそうした同業組合のユダヤ教徒はキリスト教徒の同業者と利害対立を起
こし，経済活動の範囲を制限されることになった（Heise, 1932, S. 31-32）。そのうえユダヤ教
徒はキリスト教徒によって運営されていた商業ギルドやツンフトには参加できなかったので




















































































から公にブランデンブルク選帝侯領に住むことが許された（Mieck, 2002, S. 14）。
15） 第３回ラテラノ公会議でキリスト教徒が宗教上，貸金業に従事することは許されなくなったが（市川，
2009, 75），ユダヤ教徒は貸金業に従事できた。ブランデンブルク選帝侯領では，貸金業や質屋がユダヤ教









したのは中欧で銀鉱山が発見された12世紀後半以降のことであった（名城, 2000, 155, 160-
162）。





















ることになった（Bahrfeldt, 1895, S. 220-221; Heise, 1932, S. 265-267）。ただ1571年に選帝侯が反
17） 金貨の貨幣鋳造権は，諸侯の政治的な権力が強化されていく中で，金印勅書によって皇帝から選帝侯に移












































284,533ターラーしかなかった（上山, 1964, 163, 注５）。
24） さらにこうした傭兵以外にも，他国と比較しても非常に多くの農民が軍隊に動員されるようになった（上
山, 1964, 128-129）。












け入れられていった（Schrötter, 1904, S. 53, 73; Bahrfeldt, 1913, S. 25; Trapp, 1999, S. 87-88）。













を挙げて国王を説得し，1750年にグラウマンの貨幣制度が採用された（Schrötter, 1908, S. 67-








27） １マルクの重さの銀から10½ターラー分の貨幣を鋳造（Trapp, 1999, S. 88）。
28） １マルクの重さの銀から12ターラー分の貨幣を鋳造（Trapp, 1999, S. 88）。




31） シュレッター（Schrötter, 1904）や彼の研究を参照したレッドリック（Redlich, 1951）は1664年から親方と
してベルリンの貨幣鋳造業に従事していたヨハン・リープマン（JohannLiebmann）を，本文で扱っている
ユダヤ教徒のヨスト・リープマン（Jost Liebmann）と同一人物として扱っている。しかしヨスト・リープ
マンが初めてベルリンの地に足を踏み入れたのは，1677年のことである（Schnee, 1953, S. 59）。また両者
の名前が異なることを考えると，２人は別人であると思われる。本文中の「リープマン」は，すべてヨス
ト・リープマン（Jost Liebmann）を指す。ブランデンブルク・プロイセンでヨスト・リープマンは，宮廷
商人として貴金属取引に従事していた（Menges, 1985, S. 508-509）。
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銀を納入できず，1726年にはこの契約は解消されてしまった（Stern, 1950, pp. 165-166; Redlich, 












彼女は釈放後，間もなく亡くなってしまった（Redlich, 1951, p. 164）。
33） ちなみにルーベン・エリアス・グンペルツは，この委員会での活動が非難の的となり，国家官職の地位を














リースがエフライムと協力して貨幣の鋳造を行うようになった（Redlich, 1951, pp. 165-167; 






（Henderson, 1963, p. 40; Michaelis, 1976, S. 209）38）。このようにユダヤ教徒は貨幣鋳造業に従事す
ることを通して，大きな通貨発行益を生み出し，プロイセン王国の戦費の約17%を賄うなど
（Redlich, 1951, p. 172），戦時中という一時期ではあったが，ユダヤ教徒が国家財政において重
要な役割を担うことになった39）。
18世紀には，貨幣を鋳造する際に必要な技術を得ることは，難しいことではなくなっていた






度に大量に購入する契約を結ぶようにした（Redlich, 1951, p. 165）。
35） もっとも当初，プロイセン政府はクレーヴの貨幣鋳造所の経営を，フレンケル家の２人と義理の兄弟に当
たるエフライム（Nathan Veitel Heine Ephraim）に担わせ，ケーニヒスベルクとブレスラウ，アウリッヒ
（Aurich）の貨幣鋳造所の経営をモーゼス・フレンケルに任せることにしていた。しかしその後，この契
約は破棄されることになった（Redlich, 1951, pp. 167-168）。
36） その後，1759年にオーストリアがドレスデンを占領したため，ドレスデンの貨幣鋳造所の経営はできなく
なった（Redlich, 1951, p. 171）。
37） ただフリースは，1760年にこの協力関係を解消した（Keuck, 2011, S. 136）。
38） 当初はライプツィヒで鋳造されたものだけだったが，その後，こうした悪貨は総じて「エフライミット
（Ephraimit）」と呼ばれるようになった（Mieck, 2002, S. 36, Anm. 135）。七年戦争後の1764年に再び貨幣鋳
造業は，国家によって経営されることになった（Redlich, 1951, p. 173）。そして金属の価値に基づいて両替
が行われ，こうした悪貨は回収された（Trapp, 1999, S. 90）。
39） ちなみに戦時中，軍隊における穀物需要の高まりや穀物輸送の問題もあり，ベルリンの穀物価格が，平時












諸邦全体でも年間21,000kgの銀が産出されていたに過ぎなかった（Michaelis, 1976, p. 206）。こ
のように南米諸国が銀の産出地として台頭する中で，アムステルダムには南米諸国の銀の巨大
市場が形成されることになった（Redlich, 1951, p. 172）。このアムステルダムでは，17世紀初
頭からスファラディ41）が増え始め，17世紀後半にかけてアシュケナジ42）も多く生活するように
なった（Bloom, 1937, p. 31）。オランダでは，17世紀の時点ですでにスファラディが西インド
会社に出資していて（Bloom, 1937, p. 125），18世紀初頭には東インド会社が輸入したダイヤモ


















42） アシュケナジは，ドイツや東欧からやってきたユダヤ教徒とその子孫を指す（市川, 2009, 付録２頁（用語
解説））。
43） スファラディに比べてアシュケナジは貧しかった（Bloom, 1937, p. 210）。そうした中で貧しいアシュケナ
ジがダイヤモンド商のスファラディに雇ってもらうようなこともあった（Bloom, 1937, p. 41）。
44） ただアムステルダムで税金の対象となったグンペルツ家（Ruben Gumpertz）の資産は3,000ギルダーで
（Bloom, 1937, p. 210, note 28），スファラディで最も裕福な者の資産が231,000ギルダーであったのと比べる


















































ンペルツがなったと記されている。しかし彼は1725年に亡くなっていた（Redlich, 1951, p. 165）。グンペル
ツ家で上級長老に就いた者は，1749年にその地位を獲得していたことから（Flumenbaum, 2002, p. 38），上
級長老になったのは彼の息子のヘルツ・モーゼス・グンペルツであると判断した。
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